
保護者の方へ
❶ 運動能力テストは、発育・発達を知る手だて
　　運動能力テストとは、育ち盛りにあるお子さんの運動能力が今どの位置
　　にあるのか、発育・発達の目安として知っていただくためのものです。
　　この時期の子どもの運動能力は、これまでの運動経験や性格、運動に対
　　する親御さんの考え方、などに影響を受けやすいとされています。
　　テスト結果をひとつの参考として、すすんで運動に取り組めるような丈夫
　　なお子さんに育てる手だてとして活用していただきたいと考えています。

❷「走」「跳」「投」でおおよそをつかむ
　　ここでの『運動能力』とは、走ったり・跳んだり・投げたりの種目を
　　さしています。
　　これら、走る・跳ぶ・投げるは、動きの基本であるだけでなく、気まぐ
　　れといわれる幼児にも、もっている力を比較的正確に把握できる（信頼
　　性がある）ということから選ばれており、これら３種目で、幼児の運動
　　能力のおおよそをつかむことができます。

❸ ３つのグループを参考に
　　お子さんの運動能力の現在位置を、よりわかりやすくするために発達度
　　を数字に置き換え３種目の合計点から３つのグループに分けてみました。
　　それぞれのグループのアドバイスを参考にしながら、お子さんがすすんで
　　運動遊びに取り組む環境づくりを、家庭でも考えてあげてください。

❹ 運動好きへのキッカケづくりに
　　子どもは、発育・発達の途上にあり、今後どのように伸びていくかは、
　　その子の意欲や興味、また環境などに大きく関わっています。
　　くれぐれも結果ばかりを固定的に考えないようにしてください。
　　また、実際の子どもの運動能力は、テスト結果だけからではなく、日常
　　の活動の様子を観察してみることではじめてわかるものです。
　　運動能力テストを機に、お子さんの遊びや運動について見直してみては
　　いかがでしょうか。

幼児期は、運動をつかさどる神経系の発達がめざましい時期であり、
バランスのとれた運動を行なうことが大切です。
年１回、一斉テストで子どもの運動能力を数字で捉えると同時に、
ケンケン、スキップ、鉄棒、ボール、なわとび‥など、数多くの運動
を経験させ、偏りのない発達を心掛けることを忘れてはなりません。

●なお、お子さんのからだや運動に関することで不安な点・ご不明な点は、
　お気軽に園の体育講師にお尋ねください。
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